
コ
ロ
ナ
禍
で
も

　
　
　

で
き
る
こ
と
あ
る
よ

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
ら

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
何
や
る
？

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
。

�

も
し
も
の
備
え
し
て
ま
す
か
？
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ボランティア情報誌



　

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
昭
和
59
年
か
ら
開

講
し
て
い
る
「
ほ
が
ら
か
教
室
」
は
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
と
し
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
現
在
９
教
室
３
愛
好

会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
そ
の
活
動
が
昨

年
度
か
ら
制
限
・
中
止
を
繰
り
返
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
教
室
を
通
し
て
つ
な
が
っ
て

い
た
皆
さ
ん
が
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
集
ま
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
会
員
同
士

の
つ
な
が
り
を
少
し
で
も
取
り
戻
し
、
離
れ
て

い
て
も
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
令
和
２
年
10
月
に
「
お
便

り
ほ
が
ら
か
教
室
」
第
１
号
を
発
行
、
令
和
４

年
３
月
に
は
第
６
号
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
ほ
が
ら
か
教
室
全
員

の
皆
様
か
ら
の
俳
句
・
川
柳
、
み
ん
な
に
聞
い

て
ほ
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
自
慢
の
写
真
等
を
募

集
し
、
投
稿
さ
れ
た
作
品
を
会
員
の
み
な
さ
ん

に
お
届
け
し
、
共
有
・
共
感
し
な
が
ら
元
気
を

届
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
と
き
ま
で
、
こ
れ
か
ら

も
「
お
便
り
ほ
が
ら
か
教
室
」
を
通
し
て
会
員

の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
ず
に
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

第１号 第２号 第３号

第４号 臨時号 第５号

～会員間のつながりを絶やさないために～

「お便りほがらか教室」 始めました。
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町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
町
委
託
事
業
と
し

て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
対
象
に
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
、
配
食
弁
当
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
対
象
者
に
昼
食
用
の
弁
当
を
調
理
し
、
配

達
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
こ
で
ま
り
の
会
の
皆
さ
ん
が
職
員
と
一
緒

に
調
理
と
配
達
を
行
い
、
配
達
時
に
は
安
否
確

認
を
兼
ね
て
声
掛
け
を
し
交
流
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
声
掛
け
運
動
に

も
支
障
が
出
て
き
た
の
で
、
令
和
２
年
11
月
か

ら
、
定
期
的
に
「
い
き
い
き
配
食
お
便
り
」
を

発
行
し
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
お
便
り
」
に
は
、
弁
当
メ
ニ
ュ
ー
や
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
情
報
・

訪
問
時
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
特

に
対
象
者
か
ら
の
食
べ
た
い
・
好
き
な
ん
で
す

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
今
後
の
弁
当
メ
ニ
ュ
ー
の
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
早
く
落
ち
着
く
こ
と
を
祈
り
な
が

ら
今
後
も
「
お
便
り
」
の
発
行
を
続
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

2 11 1

10 1

10 22

10 28

10 26

第１号

「いきいき配食お便り」 発行しています。

3 1 2

8 50
9

10 15
11 30

12

11 17

12 3

第２号
3 3 3

1 
2 

3 

R3.1.8
R3.2.8

R3.3.3

第３号
3 5 4

☺

R3.4.22
R3.4.28

R3.5.12

第４号

3 7 5

R3.6.10
R3.7.5

R3.7.9

第５号

3 9 6

R3.8.2
R3.8.16 R3.8.17 R3.8.24 R3.9.1

第６号

3 12 7

12 29 ( ) 1 3 ( ) 

R3.10.27
R3.10.11

第７号

4 2 8

R4.1.11

R4.1.19

R4.1.27

R4.2.2

R4.2.14

第８号

配食ボランティア募集中！� 月から金 （曜日選べます）、 平日9 ： 00～11 ： 30頃まで、

月1回～2回程度の活動です。 問い合わせは、 社協　八重垣まで。 � TEL ０１７８－５２－７０６６
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
収
集
情
報あゆみ児童クラブ

R３.４.23～ R４.２.21まで

毎月一回（11回分）

合計103.1㎏

向山町内会
R３.８.４　　 　66.９㎏

R３.12.28  　　30.０㎏

R４.１.31　　　12.７㎏

木ノ下小学校
R３.８.６ 　　　４２１.２㎏

R３.１０.１５　　１３３.２㎏

R３.１２.１０　　　７８.０㎏

就労継続支援Ｂ型事業所
ベア・ハウス
R３.１０.２５　１.７㎏

令和３年度に学校や
町内会など団体等で
収集した実績をご紹
介します。

※�多くの町民の方々からもキャップ収集
にご協力いただいています。

令和３年度は98袋！ 
これまでの収集実績

　令和２年度� 68袋

　令和元年度� 72袋

　平成30年度� 57袋

　平成29年度� 67袋

　平成28年度� 60袋

　平成27年度� 63袋

　平成26年度� 52袋

　平成25年度� 33袋

　平成24年度� 27袋

　平成23年度� 25袋

　１袋（指定袋）には、約６kgまで詰めることができます。
　おいらせ町社会福祉協議会は、集まったキャップを年２回くらいに分けて「NPO法人エコ
キャップ推進協会」に寄贈しています。
　寄贈累計は、NPO法人エコキャップ推進協会ホームページで確認することができます。
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百石小学校
R３.４.２４　　５９.５㎏　

R４.２.２５　　３９.０㎏　

（プルタブ　１７.９㎏）

・みんなが頑張って集めたので、良いことに使ってほしい。
・今年はきれいなキャップが多くて助かった。
・初めて活動してみて、みんなで協力してできて良かった。

百石小学校ボランティア委員会の
皆さんからの感想

木ノ下中学校
R３.４.１４　　２４.１㎏

R４.２.２５　 １１７.０㎏

・思っていたよりもたくさん集まった。
・全校生徒みんなで一つのことを行うことができてよかった。

木ノ下中学校環境委員会委員長さ
んからの感想

NPO法人エコキャップ推進協会とは…
　2005年５月、ペットボトルのキャップを集め、医療支援に換える運動を始めようといくつかの
団体に活動の参加を呼びかけた。
　2006年１月、任意団体「エコキャップ推進全国連絡協議会」を設立。
　2007年８月、「エコキャップ推進協会」を設立。
　2010年11月、第７回目になる医療支援として18,000,000円を寄付。
　2011年５月から９月に、東日本大震災で被災された宮城県・岩手県・福島県・茨木県に義援金
合計40,000,000円を寄付した。
　エコキャップ運動の目的は、「リサイクルの促進」「CO₂の削減」「売却益で発展途上国の医療
支援」の３つであったが、現在は、「障がい者・高齢者雇用促進」など４つの目的がある。
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令
和
４
年
２
月
５
日
開
催
予
定
だ
っ
た

　

第
16
回
お
い
ら
せ
町
社
会
福
祉
大
会
は
中
止

�

と
な
り
ま
し
た
。

＝　次第(予定)　＝
１．開会
２．活動報告
　　演題　transforming our world 
　　　　　　　　　　　　 ～　私たちにできること　～
　　　発表者　BYEゴミプロジェクト　代表　渡辺愛子　氏
� （おいらせ町在住　Ｎ高等学校3年生）

　　　１．自己紹介　　２．BYEゴミプロジェクトとは

　　　３．ポイ捨てゴミの現状　　４．討論結果　　５．啓発紙芝居

　　　６．SDGsクリエイティブアイデアコンテスト2021受賞作品紹介

３．第1回地域ふくし川柳コンクール表彰式
４．式典
　　１）黙祷
　　２）式辞
　　３）名誉大会長挨拶
　　４）表彰
　　　　　表彰の部
　　　　　　◇社会福祉事業協助者
　　　　　　　　佐々木洋子　　蛯名ゆり子　　佐藤けい子
　　　　　　　　小向チヱ
　　　　　感謝の部
　　　　　　◇社会福祉事業協助者
　　　　　　　　江渡リツコ　　久保田よし子　　川端弘子
　　　　　　　　小向絹子� (敬称略)
　　５）来賓祝辞
　　６）謝辞
５．閉会

　

福
祉
大
会
は
、
今
年
度
は
規
模
を

縮
小
し
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
年
連
続
の
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
15
回
大
会
に
倣
い
、

被
表
彰
者
の
方
々
に
は
後
日
賞
状
と

記
念
品
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
今
回

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、「
ほ
の
ぼ

の
交
流
協
力
員
」
や
「
配
食
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
で
長
い
間
地
域
な
ど
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
た
方
々

で
す
。「
活
動
報
告
」
を
す
る
予
定

だ
っ
た
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
０
を
目
指
し

て
活
動
し
て
き
た
渡
辺
愛
子
さ
ん
は
、

４
月
か
ら
大
学
生
に
な
り
ま
す
が
活

動
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
く
と
の

こ
と
で
す
。
大
学
受
験
を
控
え
る
中
、

「
活
動
報
告
」
の
準
備
を
し
て
も
ら
い

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
い
つ
か
発

表
す
る
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
11
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
全
国
各
地
で
台
風
・
豪
雨
・
地
震
な
ど
様
々
な
災
害
が
発

生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
の
必
要
性
・
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
「
暮
ら
し
に
合
わ
せ
て
備
え
る
」・「
困
っ
た
時
に
は
助
け

合
う
」
そ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
の
教
訓
を
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
体

験
を
通
じ
て
学
び
・
考
え
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
作
成
さ
れ

た
２
つ
の
防
災
ゲ
ー
ム
の
体
験
会
に
社
協
職
員
４
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

主
催
は
、
主
に
宮
城
県
で
活
動
し
て
い
る
『
く
ら
し
の
学
び
サ
ポ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
』
で
『
一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
４
・
チ
ル
ド
レ
ン
』
が
協
力
し
、
今
回
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
の
説
明

を
聞
い
て
か
ら
ゲ
ー
ム
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
は
２
種
類
で
、
と
も
に
２
人
～
６
人
が
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、

１
ゲ
ー
ム
約
20
分
か
ら
50
分
で
体
験
で
き
ま
す
。

　

ゲ
ー
ム
は
、
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
で
購
入
し
、
町
内
会
や

福
祉
団
体
・
学
校
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
う
予
定
で
す
。
最
初
は
、
体

験
会
に
参
加
し
た
社
協
職
員
が
講
師
を
務
め
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
の
普
及

か
ら
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
も
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す

の
で
、
興
味
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮城発防災ゲーム体験会に参加

問い合わせ：
おいらせ町社会福祉協議会
TEL 0178–52–7066
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フードドライブとは…
　家庭で余っている食べ物を学校や職場などに持ち寄り、それらを取りまとめて地域の福祉団体
や施設、フードバンクなどに寄付する活動です。
　アメリカで食品ロスの削減と生活困窮者支援の目的で始まったと言われています。
　学校や職場、イベントなど、人の集まるところならいつでもどこでもできるボランティア活動
です。

カーブスイオンモール下田ガテラ様より

食料品の寄贈がありました。

　

こ
の
度
、
カ
ー
ブ
ス
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
ガ

テ
ラ
様
よ
り
、
カ
ー
ブ
ス
会
員
の
皆
様
の
善
意

に
よ
っ
て
持
ち
寄
っ
た
食
料
品
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

カ
ー
ブ
ス
様
で
は
、
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献

を
目
的
に
２
０
０
７
年
よ
り
毎
年
全
国
の
店
舗

で
一
斉
に
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
食
料
品
に
つ
い
て
は
、
長

期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
々
や
お
い
ら
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
地
域
福
祉
事
業

へ
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�寄贈品の一部
です。
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